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清型菌保有者の存在，さらに，低年令児において異種血清型 S. ntutαns の感染を受け，複数血清型
S. ntutans を保有するようになったり，経時的に優位を占める血清型が置換したりする症例の存在が示
されている。乙の乙とは， S. ntutαns の感染，定着には，菌量，接種回数といった量的因子のみならず，
他の様々の因子の関与が推察される。その中でも，とくに S. mutαns の産生するパクテリオシン，すな
わち類縁の菌種に対して抗菌的に作用する物質が本菌の感染，定着lζ重要な影響を及ぼす一因子である
と考えられる。
そこで本研究ではまず，ヒト口腔内における S. mutαns の血清学的型別分布を検討し，母子間での
S. mutαmの伝播，単一血清型感染という従来の報告の信濃性について調べた。さらに，複数血清型
S. mutans を保有する被験者に着目し，その相互の S. mutαns の口腔内での存在様式をパクテリオシン
活性の面から検討した。
小児37名およびその母親22名を含む 126 名を対象として，ヒト口腔内の S. mutαns の血清学的型分布を
調べた。その結果，従来一口腔内に棲息する S. mutαm は，単一血清型と考えられてきたが，複数の血清
型を保有する被験者が全体の約29% (36名/126 名)と多数検出された口また母子聞の血清型の類似性
? ?A且τ
に関しては，母親の血清型以外の S. mutαns をその子供が保有する症例が約25% (9 名 /37名)と多く
認められ， S. mutαns の感染，定着には，菌量，接種回数等の量的因子に加えて， S. mutans のもつ特
異的な性状因子が関与している可能性が示唆された。
ついで，同一口腔内に 2 種類の血清型 S. mutαns株を保有する 13名の被験者を対象に，各被験者から
分離された S. mutαns 株を供試して， S. mutαns の感染，定着に及ぼすバクテリオシンの影響を検討し
た。 2 種類の血清型 S. mutans の相互のバクテリオシン活性を穿刺培養法により比較した結果，相互に
パクテリオシン活性を示さない場合が13例中10例と大半をしめ、一方が他方に対して強いパクテリオシ
ン活性を示す場合が 2 例，弱いバクテリオシン活性を示す場合が 1 例認められた。さらに，乙れらの各
2 種類の血清型 S. mutans株を混合培養し，経時的な菌数比の変動を調べた結果，相互にパクテリオシ
ン活性を示さない，あるいは一方の S. mutαns が他方に対して弱し、活性を示す組み合わせにおいては，
ほぼ一定の菌数比となり共存していた。しかしながら，一方が他方に対して強いパクテリオシン活性を
示す組み合わせにおいては，パクテリオシン産生株は，その感受性菌の成長を早期に抑制した。
そこで，同一口腔内から分離されたMT 6222 ( f) に対して強いパクテリオシン活性を示すMT6223
(g) について，ニトロソグアニジン処理によりパクテリオシン非産生の変異株MT6223 (g )bacーを採
得した。乙の変異株と親株聞にはパクテリオシン産生能以外に主な性状の差は認められなかった。この
変異体MT 6223 (g )bacー と親株MT 6223 (g) とを併用して比較し，パクテリオシン産生能の影響をm







以上の実験結果から ， S. mutans の幼児への感染は必ずしも酔見からとは限らず， S. mutans の感染，













の他のS. mutαns株の感染と定着に強い影響を及ぼす乙と，同一口腔由来の血清型を異にするS. mutans 
株間では相互にパクテリオシン活性を認めない場合が多いことなど、の事実を in vitroおよびm Vl， VOの実
験系により明らかにした。母子間でのS. mutαnsの血、清型が一致せず，また同一口腔内に異なった血清型
の株が検出される理由の一端は，上述の事実によるのではなし、かと考えられる。
本研究は，幼児へのS. mutansの感染と定着というう蝕発生の最も本質的なステップに関して極めて重
要な情報を提供するものであり，乳幼児のう蝕抑制策を立案し，展開させて行く上で参考とすべき価値
ある業績と考える口
以上の理由 iとより、本研究者は歯学博士の学位を得る十分な資格があるものと認める。
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